




工学部技術部 では数年前 より組織業務 の見直 し作業 を行 ってきたが、平成22年4月 より業務別 に3
つのグループに分けて、工学部 ・工学研 究科で行 われている教育 ・研究に対 し、教育支援 と技術分担に
ついて組織的に対応することになった。安全衛生に関 しても各分野 の専門知識を有す る技術職員の役割
は極 めて重要であるため、技術部に安全衛生 ワーキングを設置 し、4月 以降の業務内容についての検討
を行 っている。業務の具体化にあた り、他大学の技術部組織が安全衛生にどのように関わってい るかを
調査分析す ることは重要である。今 回、安全衛生 ワーキング委員3名 が、名古屋工業大学 と岐阜大学工
学部における関連業務の視察 を行 ったので、その内容 について報告す る。
2.名古屋工業大学
2.1技術部組織
最初 に技術アシスタン トグループディ レクター(旧 技術部次長)の 小澤氏か ら技術部組織の変遷 と現
在の組織 について説明 して頂 いた。簡単にまとめる と、①年功序列を廃止 して実績重視の人事 を行い、
技術職員52名 中7名 が管理職待遇 である、②専門に関係 なく技術職員 を課に相 当する3つ のチーム(技
術企画15名 、研究基盤20名 、共同利用17名内嘱託1名)に 分け、安全衛生管理担当職員 は技術企画
に含 まれ る、③ チーム とは別 に、チー ムを横断するユニ ッ トを作 り、安全衛生、地域貢献、技術研修 、
物作 り、情報基盤 、大型設備 、知的財産、共通教育な どを構成 して教育研究関連業務 を行 ってい る、④
安全衛生ユニ ッ トでは安全管理業務、衛 生管理業務、作業環境測定、安全衛生委員会業務等を行 ってい
る、 とのことであった。
2.2安全衛生関係業務
安全衛生管理の実務 を行 う安全管理室 は、室長(総 務部長)、技術職員7名(衛 生工学衛生管理者、
衛生管理者、化学薬品部会員2名 、作業環境測定チー ム3名)、 事務職員3名 、 レーザー関係業務 ・緊
急地震担当者で構成 されている。安全管理委員会は、防災防犯部会、放射線 ・国際規制、エ ックス線 、
高圧ガス、化学薬品、動物実験、遺伝子組替の関係者の各2名 で構成 されている。作業環境測定は平成
16年に技術職員が資格 を取 り、約60部屋 にっいて、有機溶剤 ・特定化学物質の測定を行っている。技
術部 の安全衛生ユニッ トでは、重複を含 め、安全衛生委員会委員4名 、安全管理委員会 ・部会10名 、
作業環境測定4名 、薬品管理3名 、廃液処理3名 、衛生管理者5名 が業務を行ってい る。




が負担 してい る。安 全衛生は全構成員 で行 うと
の基本理念の下で、資格取得についても大学で
負担す るとい うことになっている。
安全衛生の巡視では、平成16年 か ら3年 か
けて共用エ リア ・スペースの整備 を行い、廊下
の物品を一掃 した(写 真1}。平成19年か らは
実験室内に巡視の重点を置いている.学 内の ド
ラフ ト、放射線及びエ ックス線、毒劇物、ク レ
ーン、切削機 の安全講習会 も技術部が行 ってお
り、安全衛生 を技術部 の基幹業務 として位置づ



















建物ごとに置いている衛生管理者1名 が、月1回 、廊下の障害物や救急箱の点検を行い、加 えて複数
の建 物の衛生管理者4名 で構成 した班 を作 り、月一回実験室の中をパ トロール している、転倒防止な ど
全体でま とめることで費用効率がよくなるものについては、共通経費での外注工事と している。 また、
建物 毎の責任者 に教員 の館長(;安 全主任者)を 置 き、建物の共通部分の責任者 として巡視指摘事項 の
連絡 窓 口となってい る。今後は、安全主任者 も学内巡視に加 えることを検討 している。
作業環境 を学内で行 うための経費 としては、初期投資 として、分析機器(ガ ス クロマ トグラフ、吸光
光度計)に300万円、ポンプ ・検知管で50万円、作業環境測定士の資格 を取るのに一入当た り50万円
が必要である.他 に固体捕集に ドラフ ト設備 も必要 となる。 ランニングコス トは年問30万 円程度 であ
る。
2.3安全衛生閥連学 内施般見学
安全衛生管理室、電気学科の学生実験 室、 もの作 リセ ンターの見学を行った。安全衛生管理室では、
薬品管理システム([ASO,関東化学)と高圧 ガス管理 システム(技 術部職員 恭製作}を 見学 した。LASO
は福井大学の薬品管理 システムとは異な り、研究室 内のユーザー情報や保 管庫情報 も全体の管理 者が入
力す る必要解あ り、試薬購入伝票 と研 究室等で
入力 され た試薬 登録 デー タを照合 す る業務 を
含 め技術職員 スタッフを2名 置いているとのこ
とであった。
もの作 強センターは2年 前 に改修 した。天井
の水銀灯が2倍 の明 るさにな り数 も増設 され、
また 内装 も明るい色に したことで、室内が非常
に明 るくなった。冷暖房 も完備 してお り作業環
境が飛躍的に向上 した。また、旋盤 のチャック
取 り外 し忘れ による事故を防止す るため、取 り
外 したチ ャ ックを置 くところにオム ロンのス 写真2旋 盤のチ
ヤック置場にスイッチを股置
イ ッチを取付 けて、チ ャックを置かないと主電(名 工大)
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源がONに な らない とい う工夫 を行 っている(写 真2)。特別の教育が必要なグライ ンダや別棟 にある
カ ッターにっいては学生 には使用 させず、バ リ取 りはヤス リで行わせている。
3.岐阜大学工学部
3.1工学部技術部組識 と安全衛生業務との関わ り
、工学部の技術職員12名 は、全員が もの作 り教育支援セ ンターに所属 している。 うち、1名 が柳戸地
区衛生工学衛生管理者、1名 が工学部衛生管理者、5名 が工学部副衛生管理者 として、安全衛生管理業
務 に従事 してい る。副衛生管理者は、安全衛生管理 の資格 を有 し部局の巡視 を行い、工学部安全衛生委
員会の委員にもなってい る。 なお、工学部安全衛生委員会は各学科 より選 出された教員 と技術部 の正 ・
副衛生管理者 とで構成 されてい る。
3.2施設見学 と安全衛生担当者か らの説明
最初に技術職員演関係 してい る主要な施設の見学 を行い、各担当技術職 員か ら安全衛生に関す る取 り
組みについて説明を頂いた。
金型創成技術研 究セ ンター附属加工工場には、 ワイヤー放電加工機、フライス盤、 円筒研削盤な ど、
金型加 工に用いる数値制御加工機渉約8台 あ り、機械工場の技術職員5名 瀞兼任 で担当 し、金型人材育
成事業 として、前期 に学部生約20名 、後期 に院生約10名 を受入れ実習を行っている。民間企業の人 も
人材育成の学生 として使用 している。
機械工揚では、機械科学生の実習以外 に、フォー ミュラや ロボ コンなど、機械 科以外 の汎用機使用予
定学生を対象 に、毎年3時 間程度安全教育 を含め一通 りの使用方法について講習会 を実施 してい る、通
路 と作業スペースは黄色の線で区分け している,シ ャー、コンプ レッサーの うち空気タンク容量が大 き
く第2種 圧力容器 に該当す るもの、自動電撃防止装置のついたアー ク溶接機について月に1回 点検を行
い、半年 または年に1回 、法に基づ く点検を行ってい る。
化学系箕験室にある ドラフ トは毎月1回 教員が点検 を行い、年に1回 技術職 員の衛生管理者が定期 自
主検査を行ってい る。屋上の排気 ファンベル トについては、各ベル トの規格 を リス トアップ し施設の安
全衛生管理部で在庫 を用意 した上で、3ヶ月に1回 不良品を交換 している。薬品管理 システムにはL乱SO
を導入 し、毒劇物、PRTR該当試薬、消防危険
物な ど法に関係す る試薬は全て入力を義務化 し、
その他の試薬については努力義務 としている。
消防危険物の指定数量にっいては、過去に火
災溺発 生 した関係で建物の各 フロアでの危険物
の合計が指定数量のO,2倍まで しか保管できな
くなったため、薬品管理システムで保管量を監
視する と共に、 どうして も超 えて しま うフロア
については建物内に指定数量1ま で保管可能な
少量危 険物保管庫を設置 してある 〔写真3)。ま
た、消防法で規定 された消防活動阻害物質につ





衛生管理者 の学内巡視の際、室内の照度、温度、湿度 を記録 し、また、事務室にっいては検知管で一
酸化炭素 と二酸化炭素の濃度 も測定 している。
柳 田地 区安全衛生の本部 は施設管理部施設企画課労働安全係 にあ り、施設系技術職員(常 勤1名 、非
常勤1名)が 担当 している。施設管理部は来年度か ら環境保全部に変わる予定であ り、安全管理者は学
部 ・研究科 ・センターの各組織長 となっている。
4.おわ りに
名 工大では法人化に伴 う労働安全衛生法のための準備段階か ら複数の技術職員が関わ り、安全衛生業
務 を技術職員の重要な組織業務 として位置付 けて遂行することで、大学から高い評価 を得ているところ
は非常 に参考になった。また、両大学 とも、危険有害業務を含む 日常業務 に従事 してい る技術職員 自身
が安全衛生管理 に関わることで、安全衛生に対す る意識が向上 し職場環境の改善にも繋がっているよう
で あった。その一方で、大学の安全衛生には教員の協力が必須 であ るた め、教員層を安全衛生活動へ取
り込 んでい くことが両大学の課題 との ことであった。
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